御取引先　各位

シスコシステムズキャピタル株式会社設立のご案内
２００１年８月２７日、シスコシステムズ株式会社(代表取締役社長　黒澤　保樹、資本金22億2千万円、東京都港区赤坂２丁目１４番２７号国際新赤坂ビル東館　TEL.03-5549-6500)は、現在同社内にあるシスコシステムズキャピタル事業部を分社化して、シスコシステムズキャピタル株式会社(代表取締役社長　黒澤　保樹、資本金3億円、東京都港区赤坂２丁目１４番２７号国際新赤坂ビル東館　TEL.03-5549-6622)を新設致しました。サービスは12月1日を目処に開始したい考えです。シスコシステムズキャピタル事業部はすでに日本国内においてリース事業を展開しており分社化後はシスコシステムズキャピタル株式会社として、米国シスコシステムズインク１００％出資のもと、シスコ製品を主とするインターネットワーキング・ソリューションを引き続き提供していきます。 

近年の技術革新とりわけ加速度的に進化するネットワーク環境はそのユーザー層として企業のみならず、学校、自治体、地域社会、家庭にまで裾野を広げつつあります。これまでよりいっそう柔軟でかつ機動力ある設備調達手法が機器の導入に欠かせません。

こうしたニーズに主体的に取り組みファイナンシャルな側面から既存のユーザーはもちろん、より広汎に先進的なネットワーク環境が普及することをサポートするために分社化し、ユーザーのネットワーク投資への効率を高める役割を担います。 

シスコキャピタルが提供するリースプログラムは、ユーザーがご希望される契約期間に柔軟に対応できるリースプログラム「セーフティ・ネット・エクスチェンジ・プラン」を主軸として展開しています。通常ネットワーク機器のリースによる導入は、法定耐用年数の関係から最短でも６年以上を契約期間とするファイナンスリースが一般的ですが、この「セーフティ・ネット・エクスチェンジ・プラン」の活用により、予め決められた契約途中の時期に機器を総入れ替えし、またその際の未経過リース料の一部も免除することが可能となります。技術革新と利用範囲の拡大が激しいネットワーク機器は｢セーフティ・ネット・エクスチェンジ・プラン｣の活用によりその導入が容易となり、多様化するユーザーにとってビジネス戦略のツールとして競争力を身に付けること、或いは地域社会、学校等広汎なユーザーが求めるネットワーク環境の実現をより容易にすることが出来るのです。 

シスコ製品は「セーフティ・ネット・エクスチェンジ・プラン」を選定することにより一層弾力的な導入が可能となるため、最適なエンド・ツー・エンドのネットワーク・ソリューションを得るため、様々な条件にあった最新のネットワーク構成をより広い選択肢から構成することが期待できます。 

なお、シスコシステムズキャピタル株式会社は、初年度12名の体制で開始され、取り扱い高目標は１５０億円、来年度は２００億円を目指します。 

